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　Abstract

Until　present，　there　are　Iittle　report　relating

the　problems　of　nutrition　intake　and　dietary

habit　of　Tansin　Funin－sha（TF：workers　living

away　from　their　family）using　questionnaire

survey　method　and　the　relationship　between　the

se　problem　and　their　original　character．　This

paper　aims　at　observing　the　dietary　habit　of

TF　whether　it　is　influenced　by　the　fact　that　they

have　to　live　away　from　their　family　and　it　affe

cts　on　their　status　of　health　as　wel1，　The　major

results　are　as　follows：

　1．TF　take　fewer　calcium，　carotene　and　vita－

　　　min　A，　compare　to　control　group　who

　　　commuteevery　day　to　their　job　from　their

　　　home．　The　reason　of　this　result　seemed

　　　to　be　due　to　the　status　TF　itself．

2．　The　influence　of　the　TF　on　their　health　st

　　atus　should　be　considerably　great：not　a

　　few　of　them　claimed　some　disturbance　of

　　　daily　routine　life；for　example　sleeplessn

　　ess，　proves　to　irregularity

　　of　daily　schedule．

From　these　study　results，　it　should　authorize

the　consultation　on　TF　people　health　problems

in　industrial　health　check　system．

1．はじめに

＊1公衆衛生学第一研究室

＊2元公衆衛生学第一研究室

＊3　栄養指導論研究室

＊4公衆栄養学第一研究室

＊5　富山女子短期大学

＊6　金沢女子短期大学

　単身赴任者は，平成6年度労働白書1）によると48万

1000人で，年齢別では40から50歳代の中高年層が全体の

7割を占め，役職別では管理職の者が多い．単身赴任に

よりライフスタイルに変化が生じ健康状態に何らかの影

響を及ぼすと考えられる．この年代は身体的機能が低下

してくる反面，精神的負担や責任のある立場に立たされ

る時期でもある．Breslowら2）は健康に良いとされる

生活習慣をしているかどうかの調査を行った結果，「し

ている」と答えている項目が少ない者程，死亡率のリス

クが高くなったと報告している．この年代は慢性疾患い

わゆる成人病の好初時期といわれている．我が国の疾病

構造の現状は，悪性新生物，高血圧，糖尿病，高脂血症

等の慢性疾患の占める割合が年々増加傾向にある3）．我
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が国の研究では’－6）は食品摂取バランスや食習慣が好ま

しいものはHDL一コレステロール値が高く，総コレス

テロール。中性脂肪・尿酸値が低値であるとの報告や，肥

満の有無にかかわらず不規則な食習慣の者に境界型糖尿

病が多く，また食習慣の乱れが主要成人病のリスファク

ターになっているとの報告がされている．これらの成人

病の背景には，食習慣の乱れが密接に関連している．食

習慣と性格との関連も考えられる．Rosenmanら7）は

Aタイプ（負けず嫌いで仕事をいくっもこなそうとし，

常にいらいらして攻撃性の強い傾向）の者に虚血性心疾

患が多いと報告している．我が国の報告ではB’1°）Aタ

イプは管理者に多く，好ましくない食習慣に関連してい

るという報告や，性格が内向的な者は外向的な者に比べ

不規則な食習慣の者が多いとの報告がされている．単身

赴任に関する調査では，単身赴任後，外食回数や飲酒量

が増え食事が不規則になったとしている者が多い11－’12）

と報告されており，相原13）は赴任後，最も負担に感じ

ている事は食生活であると報告している．

　単身赴任者に関する研究では食生活の実態や食習慣，

食行動と臨床検査成績との関連との告等がいくっかなさ

れている14“2e）．しかし，単身赴任者の栄養素摂取量を

含む栄養摂取状況と詳細な食生活に関するアンケート調

査，性格検査との関連にっいての報告はなされていない．

そこで，本論文では単身赴任者の食習慣が特異的なもの

であるのか，そしてそれが健康状態等に影響を与えてい

るのかを解明することを目的とした．その為に，食事記

録調査とアンケート調査，YG性格検査を実施し，単身

赴任者と家庭から通勤している自宅通勤者との比較を行っ

たので報告する．また，単身赴任者の食生活に関連して

いると思われる炊事にっいて負担に感じているか否かで

栄養摂取量や食行動に違いがあるかどうかも同時に検討

を行ったので報告する．

2．方法

2．1．調査期間及び対象

　調査は，平成6年5月から7月にかけて富山県に単身

赴任している既婚男性者（以下単身群とする）と富山女

子短大生の父親で自宅通勤者（以下自宅群とする）を対

象として行った．食事内容は年齢によって異なる事が考

えられる為，比較可能性を考えて3歳以内の年齢のマッ

チングを行い各群19人を検討対象とした．対象者の属性

は平均年齢単身群46．6±5．8歳，自宅群47．1±5．0歳で

（P＝0，773）で比較可能な集団であると考えた．単身群

の平均赴任歴は2．5±2．0年で，役職は8割（15人）の者が

管理職であった．BMIは，単身群24，5±3．3，自宅群22．8

±2．0であり，単身群のBMIの方がやや高い傾向（P＝

0．085）であった．調査実施にあたっては東京家政大学

栄養指導論研究室と富山女子短期大学の御協力を得て行っ

た，

2．2．調査内容及び方法

　調査は，食事記録調査，食生活に関するアンケート調

査，YG性格検査からなる．食事記録調査は，事前に記

入例を添付した記入用紙を配布して行った．自宅では，

献立名，食品名，目安量，可食重量を記入してもらい，

外食に関してはこれに加え，備考欄に外食した店と何を

食べたかを記入してもらった．回収後，記入不足や不明

な点は富山女子短期短大研究班が対象者の職場に赴き，

本人から聞き取り確認を行った．外食にっいては実物を

秤量あるいは材料の分量を調理者から聞き取った．食事

調査からの栄養素摂取量の算出は栄養計算ソフトNUT

AS　Ver1．0を用い，1人1日の平均栄養摂取量，食品

群別摂取量を算出した．栄養計算には食品の生の成分値

を用いている事からビタミン摂取量にっいては損耗率を

考慮する必要があるので，ビタミンAは20％，ビタミン

B、は30％，ビタミンB2は25％，ビタミンCは50％と

して計算した．

　アンケート調査は，属性等に関する質問が8問，食生

活に関する質問が26問，健康に関する質問が2問，計36

問より構成されている．調査用紙を各対象者に配布し，

自記式により回答してもらった．本論文では，栄養素摂

取量と食生活と健康状態との関連を検討する事が目的で

ある為，これらに該当する質問項目にっいて検討した．

　YG性格検査は一般用を用い，120問の問題にっいて

「はい」，「？」，「いいえ」のいずれかに○をっけてもら

い，更に検査用マークシートに転記し，検査結果は日本・

心理テスト研究所に依頼した．本論文では，6っのグルー

プ因子（1．情緒不安定性，2．社会的不適応性，3．

活動性，4．衝動性，5．非内省性，6．主導性）のう

ち情緒不安定性と向性（3，4，6を合わせたもの）に

っいて検討した．

　統計処理は統計プログラムパッケージHALBAU　Ver

4．28を使用した．各群の属性栄養素及び食品群別摂取量

は平均±標準偏差を求あた．2群間の差の検定は対応の

ないt検定を用い，健康状態についてはフィッシャーの
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直接確率法による検定を用いて検討を行った．単身赴任

である事と食行動の要因（飲酒，喫煙等）のどちらが栄

養素摂取量に影響を及ぼしているのかを検討する為に二

元配置分散分析を行った．尚，有意水準は5％とした．

3．結果

3．2　食事記録調査の結果

3．2．1．栄養所要量と栄養素摂取量の比較

　　表1　単身群と自宅群の栄養摂取状況の比較

単身群（Nニ19） 自宅群（N＝19）

エネルキー’一（kca1）

蛋白質（g）
カルシウム（mg）

鉄（mg）
V．A効力

V．B1（mg）
V．B2（mg）
V．C（mg）

所要量

2455

　68．4

　690
　10，0

（IU）2000

摂取量

2109

　82．5

　408
　10．0
1197

0．98　　　　　0．90

1．35　　　　0．95

50　　　　52

所要量　摂取量
2203　　　　2370

　67．0　　　　99．3

　670　　　647
　10　　　　12．7
2000　　　　2062

　　0．88　　　1．Ol

　　1．21　　　1．15

　50　　　53

Mean

　表1に対象群の栄養所要量の比較を示した．栄養所要

量については，エネルギーは性別，年齢別，生活活動強

一1．

エネルギー

蛋白質

カルシウム

鉄

ビタミンA
　効力

ビタミンBl

ビタミンB2

ビタミンC

一十←

コ幸＊

．0

一トー単身群　→一一自宅群

　　　　　　　　　　　　　　＊＊p〈0．01

図1．単身群と自宅群の栄養摂取量の比較

度別，身長別，エネルギー所要量（目安）の簡易算出式

を用いた．蛋白質は1，08／体重1kg／日（標準体重），

カルシウム10mg／体重1kg／日（標準体重）とした．

両群を比較すると，自宅群ではカルシウム，ビタミン

B，を除き全て満たされているが，単身群はエネルギー，

カルシウム，ビタミンA効力が所要量をかなり下回って

おり，特にカルシウムが408±172mgで所要量の690±

150mgより低値で，ビタミンA効力についても1197±

3891Uと所要量の20001Uより低値を示した．

これを分かりやすく図1に示した．中心点は摂取量と所

要量の差を所要量で割り標準化した値である．横棒は摂

取量の標準偏差を所要量で割り標準化した値である．0．0

より右側のものは所要量を満たしており，O．Oより左側

のものは所要量を満たしていない．両群を比較すると自

宅群は全ての栄養素がほぼ所要量を満たしているのに対

し，単身群はエネルギー，カルシウム，ビタミンA効力，

ビタミンB、，ビタミンB2が所要量より低値であった．

図にはないがカロチンも単身群において自宅群よりも1

％の危険率で摂取量が低値であった．有意水準1％未満

であった，カルシウム，カロチン，ビタミンA効力にっ

いては後で検討を加える．

3．2．2，食品群別摂取量の比較

400
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図2．食品群別摂取量

　図2に食品群別摂取量の比較を示した．単身群は自宅

群に比べ，野菜類：緑黄色野菜（P＝0．027），その他の

野菜（P＝O．005），藻類（P＝0．003）の摂取量が有意に低

値を示し，市販食品（P＝0．027）の摂取量が有意に高値
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を示した．

3．3．アンケート調査の結果と栄養素摂取量状況との

　　関連

3．3．1．食生活などに関する意識

　単身群と自宅群の食生活に関する意識を以下に示す．

自宅群は全員食生活が満足であると回答したが，単身群

には「食生活に不満である」と答えた者が4人いた．食

生活の重点としている事の回答で多く選ばれていたのは

両群ともに「バランス良く栄養をとるため」であった．

単身群には「体力を保持できない」と答えている者が7

人いた．単身群の方が「栄養に関心がある」と答えた者

が15人と多く，理由として「健康でありたい」が主に挙

げられていた．一方，自宅群は「栄養に関心がない」と

答えている者が9人おり，理由として「今のままで問題

ない」が主に挙げられていた．

3．3．2．健康に関する意識の回答結果にっいて

図3に健康に関する意識の回答結果を示す．表には

食欲がない

睡眠がとれない

胃の調子が悪い

便秘がち

風邪をひきやすい

勤労意欲がない

体力がない

血圧が高い

規則正しい生活が送れ
ない
　飲酒量が多くなった

上：単身群（N＝19）

下：自宅群（Nニ19）（人）0

られた項目は「睡眠がとれない」であった．健康問題項

目数つまり健康問題があると回答した項目数は単身群が

3．4±2．3問，自宅群が1．4±1．4問で単身群の方が有意に

多かった．（t＝3．13，P＝g．003）

3．3．3．「規則正しい生活が送れない」と答えた者の栄

養素摂取状況の比較

　図4，5に「規則正しい生活が送れない」と答えた者

2，500

2，　OOO

1，500

1，　OOO
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　　0

圏単身群　（Nニ15）口自宅群　（N＝7）

5　　10

國問題あり［1］問題なし

15　20　25
＊＊p〈0．01

△P〈0．1

健康問題項目数　単身群3．4±2．3問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　自宅群1．4±1．4問

図3．健康に関する意識の回答結果

「問題あり」と回答した者について表記した．単身群と

自宅群との間で問題ありの回答数に有意差の見られた項

目は「規則正しい生活が送れない」（夜遅くなりがちで

生活時間が不規則である）（P＝0．010），有意傾向の見

図4．規則正しい生活が送れないと答えた者の栄養摂取
　　　量
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の栄養素摂取状況の比較を示す．単身群は自宅群に比べ

カルシウム（P＝0．050）が有意に低値を示した．食品群

では藻類の摂取量が有意に低値（P＝0．007）を示し，そ

の他の野菜が低値傾向を示した．又，市販食品の摂取量

が有意に高値（P＝0．024）を示した．

「睡眠がとれない」と答えた者の栄養素摂取状況の比較

　図6，7に「睡眠がとれない」と答えた者の栄養素摂

2，500

2，000

1，500

1，000

500

500
（9）

400

300

200

100

＊p〈0．05

△P〈0．1

潔
解

灘
、夢潔霧誰b

ズ
℃

0

薩劉単身群（N＝8）口自宅群（N＝4）

8
°
）

　
　
　
　
　
．
砂

　
　
　
　
　
　
冷
如

　
　
　
δ
ー

　
　
　
　
　
．
“
♂

　
　
　
δ
ー

ご
ゐ
む

8
暫

～
ハ
、

・
◎
諺
．
ぐ
沖

嘆
メ
ノ

懸単身群（N＝8）　［：コ自宅群（N＝4）

図6．睡眠が取れないと答えた者の栄養摂取量

取状況の比較を示した．

単身群は自宅群に比べビタミンA効力（P＝0。005）が有

意に低値を示した．食品群ではその他の野菜（P＝0．049），

藻類（P＝0．049）が有意に低値を示し，緑黄色野菜が低

値傾向を示した．又，市販食品の摂取量が有意に高値

（P＝0．044）を示した．

栄養素摂取量に関連する要因について

　栄養素摂取量に関連する要因にっいて検討した結果を

以下に示す．検討する栄養素は単身群と自宅群との摂取

量との差が有意水準1％未満を示し所要量を満たしてい

ない，カルシウム，カロチン，ビタミンA効力とした．

食行動の項目は「飲酒の有無」，「たばこの本数　（1日

1箱以上，1箱以下），「欠食の有無」，「外食（夕食）の

有無」，「食事の速度（速いや普通または遅い）」，「食事

量（腹一杯か腹八分目）」を取り上げた．栄養素摂取量

の差は単身赴任である為なのか各食行動の要因の為なの

かを検討する為，二元配置分散分析を行った．その結果，

図7．睡眠が取れないと答えた者の食品群別摂取量

単身赴任である事の有意確率が2％より小さく，何れも

食行動の要因よりも単身群である事の影響が強かった．

3．4．性格検査の結果

　両群のYG性格検査の分類結果は以下の通りである．

情緒不安定性では不安定は単身群1人，自宅群4人，平均

は単身群6人，自宅群6人，情緒安定は単身群12人，自宅

群9人であった．向性は消極的は単身群4人，自宅群2人，

平均は単身群6人，自宅群6人，積極的は単身群9人，自

宅群　11人で両群共に情緒不安定性，向性の人数に差が

なく栄養摂取状況と関連した結果は得られなかった．

3．5．単身群の特徴

3．5．1．日常生活で負担に感じること

　単身群が日常生活で負担に感じる事を以下に示した．

単身群が最も負担に感じている事は「炊事」（11人：57．9

％）であった．次いで「掃除」（10入：52．6％），「買い物」

（8人：42．1％）の順であった．以下に炊事を負担に思うか

否かで栄養摂取状況と外食状況に差異が認められるかど

うかの検討を行う．

炊事に対する負担別栄養素摂取状況の比較

　図8に単身群の炊事に対する負担別栄養素摂取量と食

品群別摂取量を示した．炊事を負担に感じている者は負

担に感じていない者に比べ，エネルギー，脂質，食塩の

摂取量が高い傾向を示した．図には示していないが，食

品群では，獣鳥肉類の摂取量が高値傾向を示した．尚，
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図8．単身群の炊事に対する負担別栄養摂取量

ビタミンB、は負担に感じない者の方が摂取量が少ない

ように思われるが，摂取エネルギーに対する割合からす

れば，両者に差は見られなかった．

炊事に対する負担別外食状況（夕食）

　炊事を負担に感じるか感じないか別外食状況（タ食）

を以下に示した．炊事を負担に感じていて外食をする者

は7／11人で1週間の平均外食回数は2．0±0．8回，負担

に感じているが外食はしない者は4／11人であった．炊

事を負担に感じない者で外食をしている者は4／7人で1

週間の平均外食回数は　2．3±1．3回，負担に感じておら

ず外食をしない者は3／7人であった．

3．5．2．単身赴任者が利用する調理済みの食品類とそ

　　　　　の理由

　単身群が食事作りをしないとき毎日または時々利用す

る食品類を以下に示した．全体の6割以上の者（13人）

がインスタント食品，惣菜調理済食品を利用しており，

弁当類出前の利用は前者に比べ少なかった．惣菜調理済

み食品にっいては天ぷら，フライ，コロッケ等の揚げ物

の利用が多く見られた．利用する主な理由は「作るのが

面倒」，「仕事で疲れてしまうから」が挙げられていた．

　　は食行動要因（飲酒や煙草等）よりも単身群であ

　　ることの方が大きいという結果がでた．

2．「規則正しい生活」で問題ありと答えている者は

　単身群に多く，カルジウム摂取量は有意に低値を

　示した．食品群についてもこれらで問題ありと答

　　えた単身群の野菜類，藻類の不足力澗題であった．

3．炊事を負担に感じる者の栄養素摂取量はエネル

　　ギー，脂質，カルシウム，食塩が高い傾向があっ

　　た．

5，考察

4．総括

1．単身群は自宅群に比べカルシウム，カロチン，A

　効力摂取量が有意に低値を示した．摂取量の差異

　今回，単身群の食生活における性格特性の影響も考え

られたので，単身群と自宅群をYG性格検査を用いて情

緒不安定性や向性についての検討を試みたが人数の差が

見られず，栄養摂取量との関連は見ることが出来なかっ

た．性格特性が実際に影響を与えているのかどうかを調

査するには，プロスペクティプに同一対象者の追跡調査

を行い関連を見ていく必要があると考えられる．

　自宅群の食事作り担当者は19人中17人が奥さんであり，

栄養を真剣に考える人は一般的に少ないと考えられるが，

それに対し単身赴任する事により自分自身の健康管理を

していく上で「栄養に関心を持っようになった」と答え

ている者が多いと言うことは良い点である．ただ，実際

には十分な栄養摂取量を考慮し，それを実践するまでに

は至っていないと考えざるを得ない状態であった．これ

を改善する為には，自らの健康上の具体的問題をよりよ

く自覚させ，必要な場合には，栄養バランスのとれた食

事をとる為のアドバイス（講習会，テキスト配布，買い

方の工夫など）を行い，単身赴任者の健康管理をしてい

く上でもっと前向きに取り組んでいく必要があると考え

られる．

　栄養素摂取量について，両群の1日当たりの平均摂取

量を対象群の栄養所要量（表1，図1）と比較すると，

自宅群ではカルシウム，ビタミンB，を除き全て満たさ

れているが，単身群はエネルギー，カルシウム，A効力

が所要量をかなり下回っており，特にカルシウムが408

±172mgで所要量の690mgを満たしておらず，　A効力

にっいても1197±3891Uと所要量の20001Uを満たしてい

なかった．食品群では単身群の方が野菜類，藻類の摂取

量が低値を示し，市販食品の摂取量が高値を示した．

　カルシウム摂取量についてはいくっかの報告がなされ

ているが，木村t4）らは単身赴任者と自宅通勤者を比較
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男性単身赴任者の生活内容にっいて一特に食事摂取量調査を中心として一

しており46～55歳では，それぞれ502±173mg，496±

147mgと両群とも600mg以下で有意差はなかったとし

ている．楠原ら15）は単身赴任者で40歳代のカルシウム

摂取量は431±274mgであったと報告している．いず

れの結果も600mgをかなり下回っており，単身赴任者

のカルシウム摂取量の不足が問題であると考えられる．

今回カルシウム摂取量が食行動の要因よりも単身赴任で

あることの影響の方が大きいと言う結果がでた．

　A効力，カロチンにっいても自宅群に比べ単身群の不

足が目立ち，食品群ではカルシウム同様，野菜類，藻類

の摂取量が不足しており，これらの栄養素についてもカ

ルシウムと同様の検討を行った結果，同様の結果が見ら

れた事から，単身赴任することにより変化した他の要因

が関わってくると考えられ，その1っに健康状態が挙げ

られると考えられる．健康状態に関する項目で「規則正

しい生活が送れない」者はカルシウム摂取量が有意に低

値を示し，野菜類や藻類の摂取量が低値であった．また，

市販食品の摂取量が有意に高値を示した．単身赴任者は

生活時間が不規則であることから，食事をとる時間も一

定しておらず，仕事の忙しさから手早くすませるために

軽食ですませ，その為に摂取されにくい野菜類や藻類の

摂取が不足していると考えられる．細谷ら2°）は生活が

乱れているものや食事が不規則な者は，不定愁訴を訴え

ている者が多く，これらの人たちは潜在性の栄養欠乏状

態に陥りやすいとしている．山崎は21）インスタント食

品の摂取量が多いものはBMI変化割合の増加と関連し

ていたと報告しており，単身群のBMIがやや高かった

のは市販食品の摂取量と関連していると考えられる．ま

た，市販食品の摂取量が増加することにより，必要不可

欠なカルシウム，ビタミン等の不足がおこってくると考

えられる．健康状態に関する項目で「睡眠がとれない」

と答えている単身群は自宅群に比べ，カロチン，A効力

の摂取量が有意に低値であった．守田22）はA欠乏症に

は潜在的栄養欠乏が存在し，生理学的変化として，疲労，

不眠，食欲不振，体重減少等のいわゆる不定愁訴の出現

をみるとしており，ビタミンAは脂溶性ビタミンで調理

による損耗率が少なく一般的には欠乏されにくいとされ

ているが，単身赴任者の場合摂取不足によりこれらの症

状が現れているのではないかと考えられる．前述の通り

単身赴任者は中高年層の割合が多く管理職の者が多いと

され，又，成人病の羅患率も多くなり人生のふしめとも

いえる時期である．杉山ら23・2のは不規則な生活を送っ

ている者程45歳前後に身体的及び精神的意識の変化（ふ

しめ）が出現し，ふしあが早い時期（45歳前後）に訪れ

る者は通常群（50歳前後）の者に比べ野菜の摂取量が少

なく血中A濃度が比較的低い傾向にあるとしている．今

回の調査対象がちょうどこの年齢に属しており，「健康

に関する質問項目」で問題ありと答えている者が多いこ

とから，生体活動に必要不可欠なミネラル，ビタミン類

の不足が見られた単身群の方が自宅群よりふしめを早く

感じているのではないかと考えられる．これらの点から

単身赴任者が健康であるが病気に移行する可能性の潜め

ている人，すなわち半健康人である可能性が示唆される．

　炊事を負担に感じる者の栄養摂取状況結果は，エネル

ギー，脂質，カルシウム，食塩の摂取量が高い傾向があっ

た．単身群は仕事がにしくて残業時間も多く，1人暮ら

しであることから炊事をする事は，最初から料理の好き

な人でない限り外食や総菜，インスタント食品に依存し

やすいのではないかという事が考えられる．

　今回，栄養摂取状況結果とアンケート調査結果を結び

っけた事によって単身群の現状を把握する1っの手がか

りになったと考えられる．単身赴任者は今後も増加し続

けると考えられる．アメリカの企業では禁煙，コレステ

ロール管理，運動など様々な健康に関するプログラムが

用意されており，希望者が自由に選択できるようになっ

ている．我が国においても厚生省が今日まで働き盛りの

病気として用いられていた「成人病」という行政用語を

今後「生活習慣病」に改める方針が打ち出されている．

中高年の割合が多い単身赴任者の場合，食習慣がパター

ン化されていると考えられるが，子供の頃から続いてい

る食習慣がその人の健康に具体的に影響を与えている例

が多いことが，前記の行政用語の変更に繋がったと考え

られる．継続的な健康管理の実施によって，管理化した

食事管理を少しでも栄養学的に良いとされている方向に

導くことが可能ではと思うものである．単身赴任者たち

が健康の障害を指摘されてからではなく，単身赴任者の

健康をサポートできるよう今日の産業保健の健康管理の

システムにその指導手段を具体的に組んでいくことが今

後の課題である．

　「食」は人間が生きていく上で欠くことのできないも

のである．豊かな生活を営む事が出来るようになった魁

より健康的な生活を送るためにはそれぞれが健康に対す

る積極的な主体性をもっことが必要であろう．

　近時，家庭科教育が中学において男女共修となったこ
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とは，男子が将来自分の食事を自分で主体的に選び，克

っ必要ならば調理も行い，少なくとも栄養学的にみて問

題となる程の偏りを生じない素地を育て得るものとして

大いに期待するところである．
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